
様式１

Ⅰ　団体の概要

（平成30年4月1日現在）

Ⅱ　点検評価（団体の必要性）

１ 団体の設立目的（定款）

２ 団体が果すべき使命・役割

３ 団体を取り巻く環境

職員 計

　地域の公共交通として安全で安定した列車運行を持続するため、老朽化し
た鉄道設備の改修や想定される大規模地震対策を計画的に推進するととも
に、コスト削減の努力を継続しながら鉄道事業収入をはじめ総収入の増加に
努め、収支構造の改善と公的負担の軽減を図る。
　このため、県、沿線市町は、上下分離の考え方を土台に輸送施設の整備、
維持・補修に要する経費（人件費を除く。）を支援する。また、天竜浜名湖鉄道
は、輸送施設の整備、維持・補修経費を除いた営業費用について営業収入で
賄えるような収支改善を行い、全体の人件費を営業収入の範囲で賄う責任を
負い、社員の意欲を高める賃金施策が実施できるようにする。

　天竜浜名湖鉄道は、旧国鉄二俣線の線路を引き継いだ第三セクター鉄道であり、通勤・通学・通院
など地域住民の日常生活の足として、重要な役割を担っている。
　また、鉄道沿線は歴史的文化遺産や豊かな自然に恵まれており、鉄道はそれらを活用した地域活
性化に寄与する取組を期待されている。

　公共交通ネットワークを形成する企業として、他の企業と連携して、利用者
にとって使いやすいダイヤ編成に努めている。

 民間企業や他の団体
 との関係（役割分担）

 行政施策と団体活動
 との関係（役割分担）

100,000 100.0

鉄道施設（自己所有）

団体ホームページ

39,700  常勤職員

httpｓ://www.tenhama.co.jp

出資額（千円） 比率（％）

運営する施設

 うち県OB

地方鉄道業等を主に営むことを目的とする。

74

基本財産（資本金） 計

　団体を取り巻く社会
　経済環境の変化や
　新たな県民ニーズ

　平成29年度は沿線人口が減少する中、定期旅客数が微減となったものの、
ＮＨＫ大河ドラマの影響もあり、定期外旅客数が13.2％増となったことで、旅客
数全体では前年比5％増、平成20年度以来の160万人超となった。なお、旅客
数は3期連続で増加しているところでもある。

20,600

39,700沿線市町（６市１町）

20.6

39.7

74339.7  常勤役員

 うち県OB

出資者

静岡県

民間事業者

区　分 内　　　　容

 うち県派遣

役員 計

 非常勤職員8

11

2

役職員の状況（人）

 うち県派遣

 非常勤役員

点検評価表（外郭団体）

所　　在　　地

団　　体　　名

代　　表　　者

天竜浜名湖鉄道株式会社

県 所 管 課

浜松市天竜区二俣町阿蔵114－2 設立年月日 昭和61年8月18日

設立に係る根拠法令等会社法、鉄道営業法、鉄道事業法

代表取締役社長　植田　基靖 交通基盤部都市局地域交通課

団体の沿革
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４ 事業概要

５ 事業成果指標

６ 事業成果の総括評価

※判定欄　…　○：良好　　△：改善を要する　　×：抜本的な改革が必要

1,603

評価

452,059

1,524

422,738

判定

県所管課による評価

※評価　…　Ａ：目標達成　　Ｂ：目標未達成　　Ｃ：目標未達成（乖離大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）

1,489

 

1,582
A

425,564
年間旅客収入（千円）

（　　　　）

年間輸送人員　（千人）

 

（H30）

461,950

404,285

633,878

 

432,079 （H30）

 

400,411

  

天竜浜名湖線（掛川～新所原　６７．７Km）の運行

予算

675,581

事業概要 決算区分 H29

1,6251,549

 

B

団体の自己評価

判定 評価

H29H27 H28

1,482

県補助 地方鉄道事業

 

指標の名称（単位）

評価

 

目標（上段）及び実績（下段）

事業名

633,878

H30

目標値
（年度）

675,581合　　　計

（単位：千円 ）

〇

　開業後の３年以来、年間輸送人員が3年
連続で増加し、9年ぶりに160万人を突破す
ることとなった。
　また、旅客収入は前年比6.9％増、本業の
旅客収入は5年連続で増加した。
　これらは、NHK大河ドラマ「おんな城主直
虎」効果はもとより、御朱印めぐりやイベント
列車の運行など魅力的な企画や、積極的な
情報発信を行ったことで、観光利用が大きく
伸びたためである。

○
過去3年間の実績をみても、年間輸送人員
の目標値はクリアしており、事業成果として
は申し分ない。
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７ 団体の必要性の評価

※判定欄　…　○：良好　　△：改善を要する　　×：抜本的な改革が必要

８ 団体改革の進捗状況（過去の行財政改革推進委員会からの意見への対応状況）

※○：対応済　　△：対応中　　×：未対応

行財政改革推進委員会意見
（経営健全性に係るもの以外）

判定

県所管課による評価

団体記載

　平成27年度以降、3年連続で輸送人員が
増加しており、地域の公共交通を担う会社と
して、その必要性が高まっている。
　また、前述のとおり、観光目的の利用者が
増加しており、海外からも天竜浜名湖線へ
の乗車体験を盛り込んだツアーや貸切列車
の運行が実現するなど、観光振興の貢献も
大きくなっている。
　更に、主に地域の有志で組織する天浜線
サポーターズクラブの協力のもと、「どうまい
グルメガイド」や「天浜線御朱印めぐりの旅」
を作成したり、沿線企業と連携して、イベント
列車の運行をしたり、沿線施設と協力して
ポータルサイト、天浜ナビを開設するなど、
様々なかたちで地域との連携に努めてお
り、団体の必要性は、これまで以上に高まっ
ているところである。

○

　天竜浜名湖鉄道は、モータリゼーションの
進行などにより採算が悪化し、国鉄再建法
に基づき廃止かバスへの転換か、あるいは
第三セクター鉄道会社への転換かの選択を
迫られた旧国鉄二俣線を存続させるため、
県と沿線市町、地元企業の出資により開業
した、地域が支える第三セクター鉄道であ
り、沿線地域の基幹的な公共交通機関とし
て、地域の振興と住民福祉の向上に貢献し
ている。また、日本の原風景ともいえる景観
を楽しむことができるほか、全線にわたり文
化財登録された鉄道施設は、地域の景観形
成に寄与する貴重な財産であり、地域活性
化や交流人口の増加に寄与している。

―

県所管課記載

―

対応状況

評価評価

団体の自己評価

― ―

〇

―

―

判定

― ― ―
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Ⅲ　点検評価（経営の健全性）

１ 財務状況

 単年度収支　　

 経常損益

 事業収益

 事業外収益

 特別収益

 収入計

 事業費用

 事業外費用

 特別損失

 支出計

(a+b-e-f)

460,824

（ 単位：千円 ）

区　　　　分 H27 決算 H28 H29 備考（特別な要因等）
評価

うち基本金取崩額 －

決算決算

473,668

 基本財産/資本金

うち県支出額

(c)

178,241

 固定資産

 流動資産

資
産
の
状
況

H27 決算

 剰余金等

 流動負債

 運用財産

－ ―

(62.5%)

法人会計

収
入

 資産

 剰余金

区　　　　分

(d=a+b+c)

342,587

―

施設整備事業の減

392,246

－

479,450

―－

392,558

 正味財産/純資産

 負債

66,51374,034

404,9131,013,494

 固定負債 25,600

939,859

374,462

0

933,575 869,102

0

390,843

568,310

-451,759 

1,191,734 585,587

決算

-156,993 

76,065

　

決算 H29

-138,448 

1,117,700 519,074

-3,433 

-157,334 

※評価　…　Ａ：プラス　　Ｂ：特別な要因によるマイナス　　Ｃ：マイナス

-156,993 

健
全
性
指
標

-138,448 

680

公益目的事業会計

61,846

収益事業等会計

987,894 377,920

(a)

(県支出額/事業収益)

旅客者数の増加

―

441,908

0

うち基本財産運用益

76,065

30,926

630,000

26,993

476,018

(.%)

2,941(b)

―

(.%)

0

75,871

100,000

0

100,000 100,000

0

-451,759 

456,966

(d-h)

526

(.%)

9,080 3,612

80,675

80,675

459,729

0

(.%)

361,320

175,871

―

H28

180,675

　　

506,464

-157,334 

35,537

減価償却による減

B

補助事業減による未払金の減

56,843

249,416

403,981補助事業減による未収金の減

予算

176,065

284,953

Ａ

H30

退職給付引当金の増

主な増減理由等

修繕費用の増加

C

―

-3,433 3,612

331,922

0

238,657 施設整備事業の減

394,794職員の欠員補充、多客の対応による増など

(61.7%)

783,511

(e)

(h=e+f+g)

313,063(g)

うち人件費 376,135

616,900

784,495

872,535

984

598,857

9,080

675,581633,878

107,930

0

修繕費の増

(人件費/事業費用)

(f)

収
支
の
状
況

(d-h)収支差

(58.4%)(61.%)

929,963930,779

支
出
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２ 経営改善の取組の実施状況と評価

３ 赤字の要因（前年度の単年度収支、経常損益が赤字の団体のみ記載）

４ 経営の健全性の総括評価

※判定欄　…　○：良好　　△：改善を要する　　×：抜本的な改革が必要

５ 団体改革の進捗状況（過去の行財政改革推進委員会からの意見への対応状況）

※○：対応済　　△：対応中　　×：未対応

―

評価

△

―

県所管課による評価

判定

―

団体の自己評価

―

対応状況

―

団体記載

― ―

県所管課記載

中期経営計画を策定しており、計画を上回
る旅客輸送人員を達成しており評価できる。
一方で、老朽化した施設の維持、修繕に費
用がかかっていることから、更なる経費節減
に努めながら、安全運行を確保するための
施設維持や修繕に努める。

評価

行財政改革推進委員会意見
（経営健全性に係るもの）

判定

△

　本来の目的である鉄道事業以外の収入が
乏しく、特別収益（補助金）に依存する部分
が大きくなっている。
　鉄道利用者は増加しているが、経常損益
の黒字化については困難な状況にある。
なお、人件費÷事業収益、一般管理費÷事
業収益といった数値は、前年度よりも低下し
ていることから、経費増は収入増に見合った
範囲内にあると考えている。

―

―

大河ドラマを生かしたラッピング列車や、スタンプラリー、特別列車の運行等により、収益増加の取組
を行った結果、前年よりも輸送人員が増加した。

年度末に洗車機が故障し、緊急に修繕を行う必要が生じたこと等が要因である。
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Ⅳ　改善に向けた今後の方針

１ 点検評価を踏まえた経営の方向性

２ 今年度の改善の取組

　安全な運行に向けて、軌道や踏切、土木構造物
の整備を行うとともに、社員教育の徹底を図って
いる。
　また、列車に乗車しながら洗車機と転車台での
回転が体験できる、新転車台ツアー「洗って！
回って！列車でＧＯ」を4月から開始し、天浜線沿
線のお茶の葉とみかんをイメージしたカラーと東
海道線で親しみのある懐かしの配色でラッピング
した車両、「Ｒｅ＋（リ・プラス）」を5月に運行を開始
したことから、新ツアー情報の発信、旅行会社へ
のセールスなどに努めている。

３年連続の年間利用者数の増加となった。これ
は、鉄道開業時の昭和63年からの３期連続上昇
以来の３期連続の上昇であり、沿線の魅力ある観
光資源と天浜線の利用促進とを結びつける取り組
みを進め、また、新聞やテレビ、雑誌などメディア
を使った積極的な情報発信を行った結果と評価し
ている。
今後も、経費削減に努めながら安全運行を確保す
るため施設維持や修繕を進めるとともに、ニーズ
に対応した魅力の発掘や訪日外国人観光客の誘
客、メディア等を活用した積極的な情報発信など
で旅客収入の増加につなげ、経営改善を図る必
要がある。

団体の取組（団体記載）

今後の展望、中期的な経営方針（団体記載） 団体の方針に対する意見等（県所管課記載）

　安全・安定した列車運行のため、計画的な設備
投資や社員に対する教育訓練の充実により、安
全の確保に努めていく。
　また、年間利用者150万人を維持していくため、
ＤＣキャンペーンと連携した新たな誘客事業や沿
線地域の魅力を最大限活かした誘客事業を推進
する。
　加えて、平成31年度からの経営計画について
は、これらの目標達成に向けたものとなるべく策
定に努める。

中期経営計画を策定しており、計画に基づいた事
業運営に努めていく。経費削減に努めながら安全
運行を確保するため施設維持や修繕を進めるとと
もに、ニーズに対応した魅力の発掘や訪日外国人
観光客の誘客、メディア等を活用した積極的な情
報発信などで旅客収入の増加につなげ、経営改
善を図る。

団体の取組に対する意見等（県所管課記載）
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Ⅴ　組織体制及び県の関与

１ 役職員数及び県支出額等

２ 点検評価（団体記載）

３ 点検評価（県所管課記載）

項　目

 常勤の役員に占める
 県職員を必要最小限
 にとどめているか

73

うち県ＯＢ

○
危機管理力を備えた的確な業務執行を確保するため、常勤取締役2名
体制は必要、有効と認められる。

　平成25年12月に策定した「天竜浜名湖鉄道中期経営計画（平成26～
30年度）」に人員配置計画を定め、組織体制の効率化に努めている。
　なお、求人募集を強化した結果H３０．４に74名となっているが、定数の
範囲内であり、また、これまでが定員に満たなかったものである。

○

―

評価

うち県派遣 2

3

2

74

※ 評価欄 … ○：基準を満たしている　　△：基準を満たしていないが合理的理由がある　　×：基準を満たしていない

 県からの補助金等の
 支出や借入金等につ
 いて、必要性、有効性
 が認められるか

○
平成25年12月に策定した「天竜浜名湖鉄道中期経営計画（平成26～30
年度）」に定めた補助金支出額により、計画的及び効率的に事業を進め
ている。

評　価　理　由

 県からの派遣職員に
 ついて、必要性、有効
 性が認められるか

3

H30

70

2

H28

うち県派遣

H27

常勤職員数

区　分

常勤役員数

2

3

 定員管理の方針等を
 策定し、組織体制の
 効率化に計画的に取
 り組んでいるか

　危機管理力を備えた的確な業務執行を確保するため、常勤取締役2
名体制としている。

※ 評価欄 … ○：基準を満たしている　　△：基準を満たしていないが合理的理由がある　　×：基準を満たしていない

○

 常勤の職員に占める
 県からの派遣職員を
 必要最小限にとどめ
 ているか

施設整備事業の減

173,777

項　目 評価

うち県ＯＢ

評　価　理　由

68

（単位：人、千円）

3

欠員補充による増加

備考（増減理由等）H29

199,607

県支出額

※役職員数は各年度４月１日時点、県支出額は決算額（当該年度は予算額）、借入金・損失補償等は期末残高

218,179 199,607

その他

県からの借入金

218,179 173,777

235,932

補助金 232,613

県損失補償等

委託金 3,319
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Ⅵ　更なる効果的事業の実施に向けた取組

１ 外部意見把握の手法及び意見

２ 事業やサービスの見直し例

・概ね計画どおりに事業が進行して
いて評価できる。
・厳しい環境での利用者の増加は評
価できる。

利用者等
意見交換会

○ ―

　毎月開催される天浜線サポー
ターズクラブ定例会で意見を聴取
している。また、掛川市や森町の
「天浜線を愛する会」総会で経営
状況を説明し、出席者と社長が意
見交換を行っている。
　なお、いずれも天竜浜名湖鉄道
株式会社の主催でないため、公表
にあたっては主催者との調整が必
要である。

【利用者意見等活用の具体例】
・駅ホームや駅舎へのイルミネーションの設置
・駅舎内の椅子の改修、駅ホーム電灯のLED化、駅構内への雨天時の滑り止めの実施
・天浜ヘルシーウォークコースへの意見反映
・イベント列車のカラオケ曲の更新
・見やすい時刻表制作
・路線図の掲出
・利便性を向上したダイヤ設定

区　分

―

外部評価委員会

利用者ｱﾝｹｰﾄ

結果公表

―

その他
(お客様御意見
箱)

　各有人駅において、設置してい
る。

主な意見・評価

下記２に記載

 ○：実施している／公表している　　―：実施していない／公表していない

○ 下記２に記載―

実施

○

実施内容

―

　天竜浜名湖線市町会議による外
部評価委員会を29年9月に開催し
た。
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